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三
〇

法
然
傳
に
あ
ら
わ
れ
た
別
時
念
佛

に
つ
い
て

伊

藤

眞

徹

各
種

の
法
然
傳
の
中
、
最
も
精
美
を
蓋
し
た
も
、の
は
法
然
上
人
行
状

書
圖
四
十
八
巻
で
あ
る
こ
と
は
、
今
更
ら
言
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。

こ
の
四
十
八
巻
傳
の
中
に
お
い
て
、
別
時
念
佛
に
つ
い
て
巻
序

を
追
う
て
検
出
す
れ
ば
、
巻
七
に

「
生
年
六
十
六
建
久
九
年
正
月
七
日

(1
)

別
時
念
佛
の
あ
ひ
だ
」
と
あ
り
、
巻
八
に
は

「
元
久
二
年
正
月

一
日
よ

(
2
)

り
塞
山
寺
に
し
て
三
七
日
別
時
念
佛
を
は
じ
め
給
ふ
に
」
と
あ
り
、
巻

十
に
建
久
三
年
秋
の
こ
ろ
、
八
坂
の
引
導
寺
に
お
い
て
心
阿
彌
陀
佛
調

聲
し
、
佳
蓮
安
樂
見
佛
の
た
や
い
が
助
音
し
て
六
時
禮
讃
を
修
し
、
七
日

(3
)

念
佛
し
た
こ
と
が
見
ら
れ
、
巻
十
三
に
は
文
治
四
年
五
月
十
五
日
説
戒

を
聞
き
、
信
を
起
し
た
清
水
寺
沙
彌
印
藏
は
瀧
山
寺
で
不
断
常
行
念
佛

(
4
)

三
昧
を
始
修
し
た
と
あ
る
。
建
仁
二
年
八
月
晦
日
藤
原
宗
貞
造
立
の
彌

陀
三
奪

の
開
眼
に
、
「
別
の
御
啓
白
な
し
、
た
支
念
佛
千
遍
を
唱

へ
た

(
5
)

ま
ひ
、
や
が
て
不
断
念
佛
を
始
行
せ
ら
れ
」
た
と
あ
り
、
巻
十
四
の
大

原
談
義

の
後
に
は

「法
印
香
櫨
を
と
り
高
聲
念
佛
を
は
じ
め
行
道
し
た

ま
ふ
に
、
大
衆
同
音
に
念
佛
を
修
す
る
こ
と
三
日
三
夜
、
こ
ゑ
山
谷
に

(6
)

み
ち
、
ひ
貸
き
林
野
を
う
こ
か
す
L
と
あ
る
。

以
上
は
法
然
及
び
法
然
を
め
ぐ
る
人
々
の
間
に
お
い
て
修
せ
ら
れ
た

別
時
念
佛
、
不
断
念
佛
、
如
法
念
佛
、
七
日
念
佛
に
つ
い
て
摘
記
し
た

も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
用
語
の
相
違
は
内
容
叉
は
修
せ
ら
れ
た
形

式
そ
の
も
の
の
異
質
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

法
然
は
別
時
念
佛
と
不
断
念
佛
に
つ
い
て

又
と
き
く

別
時
の
念
佛
を
修
し
て
。
心
を
も
身
を
も
は
げ
ま
し
。
と

の

へ
す

む

べ
き
な
り
。

日

々
に
六
萬
遍
七
萬
遍
を
唱

へ
ば
。

さ

て
も
足

ぬ

へ

き
事

に
て
あ

れ
ど
も
。

人

の
心
ざ
ま
は
い
た
く
目
な
れ
耳
な

れ
ぬ

れ
は
。

い

ら
く

と
す

む
心
す
く
な
く
。

あ
け
く

れ
は
惹

々
と

し
て
心
閑
な

ら
ぬ
様

に
て
の
み
。

疎
略

に
な
り
ゆ
く
な
り
。

そ
の
心
を
す

め

ん
た
め

に
は
。
時

々
別
時

の
念
佛
を
修
す

べ
き
な
り
。

し
か
れ
ば
善
導
和
倫

も
ね

ん
ご
ろ
に
は

げ
ま
し
。

恵
心

の
先
徳
も
く
は
し
く
を
し

へ
ら
れ
た
り
。

道
場
を
も

ひ
き

つ

く

ろ
ひ
。
花
香
を
も
備
た

て
ま

つ
ら
ん
事
。

た

更
ち
か
ら

の
た

へ
た
ら

ん
に

し
た
が

ふ

へ
し
。

ま
た
我
身
を
も

こ
と
に
き
よ

め

て
道

場

に
入

て
。
或

は
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三
時
或

は
六
時

な
ん
と

に
念
佛

す

べ
し
。
も

し
同
行
な
と
あ
ま
た
あ
ら
ん
時

は
。
か
は
る
く

い
り

て
不
断
念
佛

に
も
修
す

べ

し
。
加
様

の
事

は
を

の

ぐ

様

に
随

て
は
か
ら
ふ

べ
し
。

(
7
)

と
あ
つ
て
、
爾
者
の
關
係
は
前
者
は
三
時
又
は
六
時
に
行
な
わ
れ
る
念

佛

で
あ
り
、
後
者
は
同
行
多
数
の
場
合
、
結
番
不
断
に
縫
績
す
る
念
佛

で
あ
る
。

し
か
も
別
時
念
佛
が
平
生
六
萬
七
萬
遍
の
念
佛
と
異
る
と
こ

ろ
は
、
「あ
け
く
れ
急
々
と
し
て
心
閑
な
ら
ぬ
様
に
て
の
み
、
疎
略
に
な

り
ゆ
く
」
念
佛
と
は
異
つ
た
念
佛
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
せ
ら
れ
て
い
る
。

法
然
の
諸
傳
記
中
四
十
八
巻
傳
よ
り
も
古
く
成
立
し
た
と
せ
ら
れ
る

諸
傳
記
は
、
元
久
二
年
正
月

一
日
よ
り
の
塞
山
寺
の
三
七
日
の
別
時
念

佛
に
つ
い
て
、
私
日
記
は

「霊
山
寺
三
七
日
不
断
念
佛
之
間
」
と
し
、

四
巻
傳
は

「
露
山
寺
に
て
三
七
日
不
断
念
佛
間
」
と
あ
り
、
弘
願
本
は

「
東
山
璽
山
に
て
如
法
念
佛
三
七
日
あ
り
け
り
」
と
述
べ
、
琳
阿
本
は

「
塞
山
に
て
三
七
日
不
断
念
佛
勤
行
あ
り
」
と
記
し
、
古
徳
傳

に
は

「
塞
山
に
て
三
七
日
不
断
念
佛
勤
行
あ
り
」
と
し
、
九
巻
傳
は

「璽
山
寺

に
て
上
人

三
七
日
不
噺
念
佛
の
間
」
と
し
、
十
六
門
記
は

「露
山
寺

ニ

シ
テ
三
七
日
夜
ノ
不
断
念
佛

ヲ
勤
行
シ
給

一こ

と
あ
つ
て
、
四
十
八
巻

傳
に
お
け
る
別
時
念
佛
を
諸
傳
は
不
断
念
佛
又
は
如
法
念
佛
と
し
て
い

(
8
)

る
。

し
か
る
に
こ
れ
に
反
し
て
干
巻
傳
は
「
三
七
日
勤
二
行
別
時
念
佛
一」

(
9
)
 

(
1
0
)

と
し
、
知
恩
傳
に
は

「
三
七
日
別
時
 
(念
)
 佛
」
と
あ
る
の
で
、
四
十

八
巻
傳
以
後
に
成
立
し
た
諸
傳
は
四
十
八
巻
傳

の
踏
襲
で
あ
る
こ
と
の

諸
傳
の
相
違
が
先
ず
注
目
せ
ら
れ
る
。

又
四
十
八
巻
傳
巻
十
に
は
建
久
九
年
秋
、
八
坂
の
引
導
寺
に
お
い
て

後
白
河
法
皇
の
御
菩
提
の
た
め
に
、
「
六
時
禮
讃
を
修
し
七
日
念
佛
す
」

と
の
事
實
を
傳
え
て
い
る
。

こ
の
七
日
念
佛
に
つ
い
て
は
、
弘
願
本
が

七
日
不
断
念
佛
と
す
る
以
外
は
、
諸
傳
す
べ
て
七
日
念
佛
と
稽
し
て
い

(
1
1
)

る
。更

に
四
十
八
巻
傳
巻
二
十
八
の
津
戸
三
郎
爲
守

の
傳
中
に
、
「
上
人

の
門
弟
浮
勝
房
、
唯
願
房
等
の
僧
衆
を
申
く
だ

し

て
念
佛

の
先

達
と

し
、
不
噺
念
佛
を
は
じ
め
」
、
更
に

「
仁
治
三
年
十

月
廿
八
日
、
三
七

(1
2
)

日
の
如
法
念
佛
を
は
じ
め
」
た
こ
と
が
學
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
不

断
念
佛
と
如
法
念
佛
は
内
容
的
に
如
何
に
解
繹
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。
義
山
が

「
如
法
念
佛

ハ
別
時
念
佛

ヲ
云
、
軌
則
観
念
法
門

二
出
」

(1
3
)

と
述

べ
、
別
時
念
佛
と
同

一
に
解
繹
し
て
い
る
こ
と
は
、
義
山
在
世
の

時
貼
に
お
い
て
、
既
に
固
定
し
て
い
た
宗
義
的
見
解
を
述
べ
た
も

の
で

あ
ろ
う
。
同
様
に
不
断
念
佛
に
つ
い
て
も
、
「
別
時
長
時

二
通

ス
レ
ト

(
1
4
)

モ
今

ハ
長
時
不
退
ヲ
指
シ
テ
云
ナ
リ
」
と
あ

つ
て
、
別
時
念
佛
と
同

一

基
盤
に
お
い
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
最
後
に
残
る
問
題
は
法
然
傳
を
成
立

史
的

に
考
察
す
る
場

合
、
四
十
八
巻
傳
を
限
界
と
し
て
そ
れ
以
前
に
成
立
し
た
諸
傳
が
不
噺

念
佛
又
は
如
法
念
佛
と
指
す
も
の
を
、
四
十
八
巻

又
は
そ
れ
以
後
に
成

立
し
た
諸
傳
が
別
時
念
佛
と
修
正
し
た
こ
と
は
、

從
來
宗
義
と
實
践
上

に
お
い
て
併
立
し
て
い
た
も
の
が
、
あ
る
時
貼

に
お
い
て
統
合
せ
ら
れ

法
然
傳

に
あ
ら

わ
れ
た
別
時
念
佛

に
つ
い
て
 
(
伊

藤
)
 

三

一
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法
然
傳

に
あ
ら
わ
れ
た
別
時
念
佛
に

つ
い
て
 
(
伊

藤
)
 

三

二

た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
更
に
四
十
八
巻
傳
が
不
断
念
佛
、
七
日
念

佛
、
不
断
常
行
念
佛
三
昧
と
匠
別
し
て
い
る
こ
と
、
殊
に
古
法
然
傳
が

別
時
念
佛
又
は
七
日
念
佛
を
不
断
念
佛
と
す
る
こ
と
は
、
四
十
八
巻
傳

に
よ
つ
て
修
正
せ
ら
れ
る
以
前
は
不
断
念
佛
と
稻
せ
ら
れ
、
別
時
念
佛

と
異
つ
た
不
噺
念
佛
が
法
然
に
よ
つ
て
實
践
せ
ら
れ
売
こ
と
を
物
語
る

痕
跡
で
は
あ
る
ま
い
か
。

二

四
十
八
巻
傳
に
は
文
治
二
 
(
一
一
八
六
)
 年
秋
、
大
原
談
義

の
終
結

後
、
感
激

し
た
顯
眞
は

「
香
櫨
を
と
り
高
聲
念
佛
を
は
し
め
行
導
し
た

ま
ふ
に
、
大
衆
み
な
同
音
に
念
佛
を
修
す
る
事
三
日
三
夜
、
こ
ゑ
山
谷

に
み
ち
、

ひ

き
林
野
を
う
こ
か
す
」
と
あ
る
。

こ
れ
天
台
僧
に
よ
る

三
日
三
夜

の
念
佛
で
あ
る
か
ら
叡
山
不
断
念
佛
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

よ
つ
て
同
音
詠
唱
と
行
道
が
基
本
的
要
素
と
な
る
。
又
法
印
は
文
治
三

年
正
月
十
五
日
か
ら
勝
林
院
に
不
断
念
佛
を
始
修
せ
ら
れ
た
が
、

「
法

印
は
十
二
人
の
随

一
に
て
、
戌
刻
を
そ
つ
と
め
給
け
る
、
開
白
の
夜
は

十
二
人
皆
参
し
行
道
し
て
同
音
の
念
佛
を
修
す
る
に
、
毘
沙
門
天
王
烈

に
た
ち
給

へ
り
」
と
あ
る
感
見
を
傳
え
て
い
る
の
で
、
更
に
結
集
念
佛

と
云
う
こ
と
が
明
ら
か
に
せ
ら
れ
る
。

以
上
は
天
台
信
の
行
つ
た
不
断

念
佛
で
あ
る
が
、
文
治
四
年
五
月
十
五
日
瀧
山
寺
を
道
場
と
し
て
始
め

た
不
断
念
佛
に
つ
い
て
、
「能
信
と
い
へ
る
信
、
香
憶
を

と
り

て
開
白

獲
願
し
て
行
導
す
る
に
、
願
圭
印
藏
寺
僧
等
、

な
ら
ひ
に
比
丘
々
々
尼

そ
の
か
す
を
し
ら
す
結
縁
し
け
り
」
と
あ
り
、

又
元
久
二
年
正
月

一
日

よ
り
の
露
山
寺
の
三
七
日
の
別
時
念
佛
に
つ
い
て
は

「
灯
な
く
し
て
光

明
あ
り
、
第
五
夜
に
い
た
り
て
行
道
す
る
に
、

勢
至
菩
薩
お
な
し
く
烈

に
た
ち
て
行
道
し
給
け
る
」
と
あ
つ
て
、
同
行
行
道
念
佛
で
あ
る
こ
と

は
明
瞭
で
あ
る
。

元
來
不
断
念
佛
は
北
嶺
天
台
宗
で
盛
行
し
た
行
法
で
あ
つ
て
、
源
は

慈
箆
大
師
圓
仁
に
獲
祥
し
て
い
る
。
法
華
験
記

巻
上
に
承
和
二
 
(
八
三

五
)
 年
入
唐
し
た
圓
仁
は

承
和
十
四
年
婦
朝
、
彌
陀
念
佛
、
法
華
繊
法
、
灌
頂
舎
利
會
、
大
師
所
傳

也
、
凡
佛
法
東
流
牛
是
大
師
所
傳
也

(
1
5
)

と
あ
る
。
こ
の
彌
陀
念
佛
は
摩
詞
止
観
に
読
く

常
行
三
昧
の
法

と
異

り
、
五
台
山
の
念
佛
三
味
の
法
が
行
な
わ
れ
た

こ
と
は
、
慈
畳
大
師
傳

に

「
仁
壽
元
年
、
移
五
台
山
念
佛
三
昧
之
法
、

傳
授
諸
弟
子
等
、

始
修

(
1
6
)

常
行
三
昧
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
で
あ

る
。
こ
の
常
行
堂
の
念

佛
に
つ
い
て
野
守
鏡
下
に
は
、
「
い
は
ゆ
る
法
道
和
尚
は
部
身

に
極
樂

世
界
に
ゆ
き
て
寳
池
の
波
の
音
を
引
聲
の
念
佛

に
つ
た
へ
」
た
と
の
傳

(
1
7
)

承
説
を
學
げ
て
い
る
が
、
か
か
る
傳
承
を
山
門
堂
舎
記
に
は

念
佛
之
軌
躍
遡
矣
大
哉
。
昔
斯
那
國
法
道
和
爾
入
定
、
現
身
往
二生
極
樂
國
幻

親
聞
二水
鳥
樹
林
念
佛
之
聲
蛤
和
尚
出
定
以
傳
二彼
法
音
一流
二布
五
毫
山
殉
慈

豊
大
師
入
唐
求
法
之
時
登
二
五
毫
山
幻
一
夏
之
間

學
二
其
音
曲
幻
又
傳
二
叡

岳
殉
師
資
之
所
レ承
不
レ可
二輔
置
一者
也

(
1
8
)

と
あ
る
。
こ
の
東
塔
常
行
堂
で
修
せ
ら
れ
た
念
佛
は
、
後
に
西
塔
、
横
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川
に
お

い
て
も
修
せ
ら
れ
、
か
く
て
三
塔
の
い
ず
れ
の
常
行
堂
に
お
い

て
も
、

引
聲
念
佛
と
構
す
る
同
昔
詠
唱
の
念
佛
が
行
な
わ
れ
る
に
至
つ

た
。源

爲
憲
の
三
寳
糟
詞
巻
下
の

「
比
叡
山
不
断
念
佛
」
に
は

念
佛
は
慈
毘
大
師
の
も
ろ
こ
し
よ
り
傳
て
、
貞
観
七
年
よ
り
始
行

へ
る
な

り
。
四
種
三
昧
の
中
に
は
、
常
行
三
昧
と
な
つ
く
。
仲
秋
の
風
す
」
し
き
時

中
旬
の
月
明
な
る
ほ
ど
、
十

一
日
の
曉
よ
り
十
七
日
の
夜
に
い
た
る
ま
で
不

断
に
令
レ行
な
り
。
故
結
願
夜
修
行
三
七
日
也
。
唐
に
は
三
七
日
行
と
云
。

我
山
に
は
三
所
に
分
て
、
一
七
日
行
也
。
合
三
七
日
也
云
々
。
身
は
常
に
佛

を
廻
る
。
身

の
罪

こ
と
く

く
う
せ
ぬ
ら
む
、
、口
に
は
常
に
経
を
唱
う
、

口

の
と
が
皆
き
え
ぬ
ら
む
。
阿
彌
陀
経
云
、
若
一
日
若
二
日
若
三
日
乃
至
七
日

一
心
不
齪
、
臨
終
の
時
に
心
顛
倒
せ
ず
し
て
、
即
極
樂
に
生
る
、
七
日
を
か

き
れ
る
事
は
、
此
経
に
よ
て
也

と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
常
行
堂
の
念
佛
は
不

断
念
佛

と
稽
せ
ら
れ
、

一
七
日
を
限
る
引
聲
の
行
道
念
佛
で
あ
る
。

こ
の
不
断
念
佛
の
實
修
者
を
往
生
傳
に
つ
い
て
検
出
す
れ
ば
、
天
台

(
1
9
)
 

(
2
0
)

座
圭
延
昌
 (が
却
ガ
)
 と
大
信
都
寛
忠
 (加
観
勧
)
 の
姉
と
の
二
人
を
日
本
往
生

極
樂
記
は
出
し
、
後
拾
澄
往
生
傳
巻
中
に
は
圓
宗
寺
小
綱
疑

の
事
に
つ

い
て
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
種
の
不
断
念
佛
が

一
般
的
に
は
如
何
な
る
人
的
構
成
に
よ
つ
て

行
な
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
大
江
匡
房

の

「
石
清
水
不
断
念
佛
縁

起
」
に

常
行
三
昧
者
。
四
種
三
昧
之

一
也
。
慈
畳
大
師
傳
下自
一唐
土

於
我
山
上臭
。

常
行
堂
置
二十
四
僧
侶

八
月
中
修
二七
箇
日
不
断
念
佛
刈
至
二貞
観
中

山
上

諸
院
各
修
二此
三
昧
叩
己
及
三
一百
鯨
年

結
縁
不
レ知
二幾
千
萬
人

就
中
西

塔
院
常
行
堂
結
縁
。
殊
澤
二知
徳
一所
レ補
也
。
錐
二金
紫
銀
黄
之
鯨
蕎
、
法
龍

義
虎
之
琿
侶
殉
不
レ爲
二此
結
衆
一之
者
糟
徒
所
レ
恥
也
。
其
來
有
レ漸
非
二昨
今

日
一矣(

2
2
)

と
あ
つ
て
、
十
四
口
の
法
龍
義
虎
と
構
せ
ら
れ
る
碩
學
高
徳

の
浮
侶
を

置
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
念
佛
が
音
樂
的
詠
唱
念
佛
で
あ
つ
た

こ
と
は
同
縁
起
に

治
暦
三
年
十
月
十
三
日
。
敬
屈
二西
塔
院
結
衆
十
二
口
刈
三
箇
日
夜
。
於
二寳
亀

前
一令
レ修
二此
三
昧
幻
道
儀
照
地
。
紅
葉
落
而
隠
映
。
法
音
沸
レ天
。
秋
風
混

而
薫
颯
。
以
驚
二神
難
幻
以
荘
二廟
観
刃
抑
自
二明
年
一以
後
。
須
下澤
二此
地
輝

侶
幻
以
教
二此
法
之
度
曲
鴫
以
爲
二年
事
一不
中敢
失
堕
上

(
2
3
)

と
あ
る
。
こ
れ
西
塔
常
行
堂
信
の
曲
調
さ
わ
や

か
な
妙
聲
が
秋
風
に
和

し
、
神
聴
を
す
ら
驚
か
し
め
る

一
大
齊

唱
で
あ

つ
た
。

三
善
爲
康
の

「
天
台
山
不
噺
念
佛
獲
願
表
白
」
に
も

夫
不
断
念
佛
之
観
門
、
往
生
極
樂
之
直
道
也
。
難
二
念
一必
引
接
。
況
七
日

常
行
之
勤
修
乎
。
錐
二十
悪
一必
來
迎
。
況
三
業
相
鷹
之
勝
因
乎
。
嶺
樹
挾
水

之
咽
二晩
嵐

高
和
二
七
五
三
之
唱
刈
塞
鴻
漢
鳥
之
告
二秋
聲

自
稻
二佛
道
法

僧
之
名

是
則
法
道
和
省
之
蝕
流
。
慈
畳
大
師
之
遺
跡
也

(2
4
)

と
あ
る
こ
と
に
よ
り

一
層
明
瞭
と
な
る
。

こ
の
常
行
堂
の
不
断
念
佛
が
中
世
ま
で
に
断
暦
が
あ
つ
た
と
は
考
え

法
然
傳

に
あ

ら
わ
れ
た
別
時
念
佛

に
つ
い
て
 
(
伊

藤
)
 

三
三
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法
然
傳

に
あ
ら
わ
れ
た
別
時
念
佛

に
つ
い
て
 
(
伊

藤
)
 

三
四

ら
れ
ず
、

又
こ
の
堂
僧
中
か
ら
念
佛
の
高
徳
を
輩
出
し
た
こ
と
は
贅
言

を
要
せ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

一
人
に
良
忍

二

匙
一)
 が
あ
る
。
良

忽
は
嘗

て
は
叡
山
東
塔
阿
彌
陀
坊
の
堂
信

で
あ
り
、
後
嘉
保
元
 (
一
〇

九
四
)
 年
大
原
の
別
所
に
隠
棲
し
、
勝
林
院
永
縁
、
寛
誓
、
尋
宴
、
謄

西
等
の
聲
明
梵
唄
の
法
を
受
け
、
廣
く
諸
流
諸
家
の
法
を
傳
え
て

一
家

(2
5
)

を
な
し
た
こ
と
は
、
凝
然
の
聲
明
源
流
記
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
又

野
守
鏡

の
作
者
藤
原
有
房
は
内
典
に
つ
い
て

「
樂
」
の
徳
の
例
謹
と
し

て
、
良
忍
は
三
十
歳
以
上
も
生
存
し
得
ら
れ
ぬ
と
云
う
占
相
者
の
豫
言

に
よ
り
、
二
十
五
歳
大
原
に
隠
遁
し
、
來
迎
院
を
建
立
し
、
聲
明
の
法

則
を
た
だ
し
く
し
て
出
離
を
所
つ
た
こ
と
に
よ
り
、
七
十
以
上
ま
で
長

命
を
保

つ
こ
と
を
得
る
霞
異
を
受
け
た
と
傳
え
て
い
る
。

こ
の
聲
明
の

法
則
を
た
だ
し
た
な
か
に
は
、
常
行
堂
の
不
断
念
佛
の
曲
調
も
含
ま
れ

て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。-
元
亨
繹
書
に
は
天
台
の
聲
明

の
傳
統
を
慈
畳

智
謹

相
鷹

浄
藏

慈
慧

源
信

豊
超

懐
室

(1
7
)

1
寛
誓

良
忍
と
次
第
し
て
い
る
が
、
慈
畳
の
流
れ
の
み
で
な
か

つ
た

こ
と
は
聲
明
源
流
記
に

慈
畳
大
師
弘
二傳
聲
明
剛以
後
。
各
達
二
一
曲
幻
習
學
練
磨
飛
レ名
。
良
忍
上
人

謁
二彼
哲
叩
習
聚
精
研
以
爲
レ
一
。
流
傳
弘
通
。
印
於
二大
原
-建
二立
來
迎
院
叩

除
二興
幅
寺
之
内
梵
立見

鯨
諸
昔
曲
譜
練

一
統

(2
8
)

と
あ

つ
て
、
わ
が
國
聲
明
の
復
興
大
成
者
で
あ
る
こ
と
が
首
肯
せ
ら
れ

る
。良

忍
は
融
通
念
佛
の
開
創
者
で
あ
り
、
そ
の
融
通
念
佛
が
後
世
の
念

佛
諸
藝
能
に
連
ら
な
る
こ
と
は
屡

々
指
摘
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
融
通
念
佛
は
法
然
滅
後
三
年
に
、
追
善

の
た
め
に
聖
畳
法
師
に
よ

(
2
9
)

つ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
法
然
の
遺
弟
子
に
よ
り
法
然
の
法
系

の
祀
が

弘
め
た
融
通
念
佛
が
修
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、

そ
の
念
佛
と
法
然
が
全
く

無
縁
で
あ
つ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
師
ち
良
忽

叡
室

法
然
と
次

第
す
る
戒
脈
よ
り
し
て
、
法
然
は
音
曲
的
詠
唱
念
佛
、
廣
く
は
聲
明
音

樂
に
關
し
て
も
深
い
影
響
を
受
け
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
も
し

法
然
が
良
忽
の
聲
明
系
譜
に
連
る
と
の
説
が
成

立
す
る
た
め
に
は
、
彼

が
朗
唱
の
達
人
で
あ
つ
た
こ
と
を
讃
明
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
十
分
な
資
料
で
は
な
い
が
法
然
が
大
乗
圓
頓
戒
の
傳
燈
者
と
し
て
名

聲
高
く
、
上
西
門
院
の
た
め
七
力
日
説
戒
し
た
こ
と
は
周
知

の
事
實
で

あ
る
。
説
戒
に
つ
い
て
聲
明
源
流
記
に
は

繊
法
悲
歎
聲
梵
網
説
戒
乃
音
韻
密
事

(3
0
)

と
あ
る
の
で
、
説
戒
と
は
曲
調
を
帯
び
た
朗
讃

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
更
に
又
法
然
が
法
佳
寺
御
所
に
お
い
て
、
後
白

河
法
皇
の
た
め
に
往
生
要
集
を
山
門
園
城
の
碩
徳
と
共
に
講
じ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
「上
人
お
ほ
せ
に
し
た
か
ひ
て
披
講
し
給
け

る
に
、
往
生

極
樂
の
教
行
は
濁
世
末
代
の
目
足
な
り
、
道
俗
貴
賎
た
れ
か
蹄
せ
さ
ら

む
賂
の
と
よ
み
あ
け
給
よ
り
、
は
し
め
て
き

こ
し
め
さ
る
」
や
う
に
、

御
き
も
に
そ
み
て
た
う
と
く
御
感
涙
は
な
は
た
し
け
り

と
、
そ
の
晴

(3
1
)

景
を
描
爲
し
て
い
る
。
こ
れ
は
法
然
に
よ
つ
て
往
生
要
集
の
序
文
が
朗

唱
せ
ら
れ
、
そ
の
昔
樂
的
情
結
に
陶
醇
し
た
法
皇
の
感
動
と
解
せ
ら
れ
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な
い
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
を
要
す
る
に
法
然
は
佛
教
音
樂
藝
能
に
深
い
造
詣
を
も
ち
、
特

に
天
台
の
不
漸
念
佛
の
同
音
合
唱
行
道
念
佛
に
達
し
、
い
わ
ゆ
る
別
時

念
佛
は
、
少
く
と
も
弟
子
及
び
そ
の
末
流
の
目
に
は
形
態
的
に
は
不
断

念
佛
と
映
じ
、
實
質
的
に
は
天
台
流
の
音
樂
的
要
素
の
上
に
成
立
つ
た

も
の
で
あ
る
べ
き
筈
で
あ
る
。

三

法
然
が
始
行
し
た
と
言
う
別
時
念
佛
又
は
不
噺

念
佛
、
如
法
念
佛

は
、
弟
子
に
よ
つ
て
如
何
に
縫
承
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
聖
光
に
つ

い
て
は

『
聖
光
上
人
傳
』
に
は
、
元
久
元
年
鎭
西
に
蹄
國
し
、
「筑
後

國
高
良
山
麓
有
二
一
精
舎

遡
厨
安
二
丈
六
彌
陀
一
於
二
彼
道
場

二

千
日

(3
2
)

修
二如
法
念
佛
こ

し
た
と
あ

つ
て
、
こ
の
如
法
念
佛
を
西
宗
要
で
は
彼

自
ら
別
時
念
佛
と
稻
し
て
い
る
。

又
安
貞
二
年
の
冬
肥
後
國
往
生
院
に

お
い
て
四
十
八
日
の
別
時
念
佛
を
修
し
た
が
、
末
代
念
佛
授
手
印
に
は

於
二肥
後
國
往
生
院
一安
貞
二
年
十
月
二
十
五
日
ヨ
リ
四
十
八
日
ノ
念
佛
ハ
シ

メ
ラ
ル
筑
後
上
人
同
三
十
日
御
渡
ア
リ
入
阿
十

一
月
四
日
酉
時
ヨ
リ
道
場
ニ

ニ

ノ
 

リ

ヲ

入
テ
念
佛
申
ス
此
間

二
上
人
爲
二末
代

造
二
一文

給
ヘ
リ
末
代
念
佛
授
手
印

是
也

と
あ
る
。

こ
の
別
時
念
佛
を
彼
自
ら

「
四
十
八
日
別
時
如
法
念
佛
」
と

構
し
て
い
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
道
場
衆
は
北
座
八
名
、
南

座
に
九
名
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
如
何
な
る
様
式
次
第
に
よ
つ
て
行

な
わ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。
漢
語
燈
録
巻
三
に
よ
れ
ば
、
法
然
に
如
法

念
佛
法
則
の
製
作
が
あ
つ
た
の
で
、
恐
ら
く
は
こ
れ
に
よ
つ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
授
手
印
は
二
十
七
日
と
二
十

八
日
の
爾
日
に
執
筆
せ

ら
れ
二
十
九
日
已
時
に
校
了
し
て
い
る
こ
と
、

又
蓮
阿
え
の
物
語
り
に

レ

ニ

ヲ
 

ニ

「
我
已
謹
得
タ
ル
也
ケ
サ
ノ
勤

マ
イ
リ
タ
レ

バ
」

と
露
感
の
こ
と
を
傳

え
て
い
る
の
を
総
合
し
て
、
三
時
又
は
六
時

の
勤
め
以
外
は
執
筆
に
從

つ
た
よ
う
で
あ
つ
て
、

こ
の
四
十
八
日
別
時
如
法
念
佛
は
、
恐
ら
く
法

然
の

「
も
し
同
行
な
ん
と
あ
ま
た
あ
ら
ん
時
は
、
か
は
る
く

い
り
て

不
断
念
佛
に
も
修
す
べ
し
」
と
の
示
教
に
從
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

俊
乗
房
重
源
に
つ
い
て
は
四
十
八
巻
傳
に

「
上
人
の
勧
化
に
し
た
か

ひ
て
念
佛
を
信
仰
の
あ
ま
り
 
か
の
故
山
上
の
醍
醐
に
無
常
臨
時
念
佛

を
す

め
て
末
代
の
恒
規
と
し
 
そ
の
ほ
か
七

ケ
所
に
不
噺
念
佛
を
興

隆
せ
ら
れ
き
 
東
大
寺
の
念
佛
堂
 
高
野
山
の
新
別
所
等
こ
れ
な
り

そ
の
つ
と
め
い
ま
に
た
え
す
と
な
ん
う
け
給
は

る
」
と

の
記
載

が
あ

(
3
3
)

る
。
こ
れ
を
裏
書
す
る
も
の
は
南
無
阿
彌
陀
佛
作
善
集
で
あ

つ
て
、
同

書
に
東
大
寺
別
所
、
高
野
山
別
所
、
渡
邊
別
所
、
播
磨
別
所
、
備
中
別

所
、
周
防
、
備
前
に
各
浮
土
堂

一
宇
を
建
立
し
、
各
丈
六
阿
彌
陀
佛
像

を
安
置
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
堂
に
お
い
て
不
断
念
佛
を
興
隆
し
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
更
に
同
書
に

シ

テ

ニ
 

ニ

信
濃
國
参
詣
善
光
寺
二

度
者
十
三
日
之
問
満
百
萬
遍
二

度
者
七
日
七
夜
勤

ノ

ヲ

ノ

ニ

ク

ノ
 

ハ
ル

シ
ト

ム

ル
 

ヌ

修
不
断
念
佛
一初
度
夢
想
云
金
色
御
舎
利
賜
之
即
可
呑
被
レ仰
傍
呑
畢
見
次
度

者
面
奉
舞
二見
阿
彌
晦
如
來
一

法
然
傳
に
あ
ら
わ
れ
た
別
時

念
佛
に

つ
い
て
 
(伊

藤
)
 

三
五
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法
然
傳

に
あ
ら
わ
れ
た
別

時
念
佛

に

つ
い
て
 
(
伊

藤
)
 

三
六

と
あ
る
。
こ
の
善
光
寺
に
お
け
る
二
度
の
念
佛
の
相
違
に
つ
い
て
、
初

め
は
百
萬
遍
の
数
量
に
比
重
が
お
か
れ
、
次
ぎ
は
不
断
念
佛
の
七
日
七

夜
の
勤
修
に
あ
る
。
こ
の
爾
者
の
念
佛
の
相
違
は

一
方
は
平
生
の
口
稻

の
念
佛

で
あ
り
、
他
は
こ
れ
と
異
る
念
佛
と
せ
ば
行
道
念
佛
、
詠
唱
念

佛
で
あ
る
。

善
恵
房
謹
室
に
つ
い
て
は
四
十
巻
傳
に

「
こ
の
ひ
し
り
西
山
の
善
峰

寺
よ
り
信
州
善
光
寺
に
い
た
る
ま
て
十

一
箇
の
大
伽
藍
を
建
立
し
て
あ

る
ひ
は
曼
茶
羅
を
安
し
 
或
は
不
断
念
佛
を
は
し
め
を
く

み
な
こ
れ

供
料
供
米
修
理
の
足
を
つ
け
を
が
る
こ
れ
ま
た
く
勧
進
奉
加
を
な
さ
す

(3
4
)

諸
人
の
供
養
物
を
な
け
て
こ
の
い
と
な
み
を
な
す
」
と
あ
つ
て
、
こ
の

こ
と
は
西
山
上
人
傳
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
印
ち
往
生
院
の
不
断
念
佛

は
承
久
三
 (
一
二
一二

)
 年
十
二
月
三
日
か
ら
で
あ
り
、
四
天
王
寺

の

不
断
念
佛
は
嘉
禎
四
 
(
一
二
三
八
)
 年
九
月
四
日
有
馬

の
温
泉

に
お

い

て
露
夢
を
得
て
始
修
し
て
い
る
。
郎
ち
傳
に

上
人
す
な
は
ち
温
泉
を
出
て
、
天
王
寺
に
参
詣
し
て
、
聖
霞
院
を
道
場
と
さ

だ
め
、
供
僧
供
住
十
六
人
を
念
佛
衆
と
し
て
、
を
の
く

小
袖
を
引
與

へ
ら

れ
た
り
。
實
信
房
又
上
人
の
座
の
傍
に
な
ら
び
て
、
を
な
じ
き
十
八
日
酉
の

刻
に
、
念
佛
を
ぞ
始
行
せ
ら
れ
け
る
。

(5
3
)

と
あ
る
。
こ
の
不
噺
念
佛
衆
を
十
六
人
と
選
定
す
る
こ
と
は
、

一
代
の

佛
法
は
十
六
観
に
蹄
す
る
こ
と
を
表
は
す
彼
の
敢
理
に
基
く
も
の
で
あ

る
。法

然
滅
後
の
教
團
に
あ
つ
て
奮
佛
敏
敏
團
か
ら
念
佛
の
張
本
と
目
せ

ら
れ
た
隆
寛
は
、
嘉
緑
三
 
(
一
二
二
七
)
 年
陸
奥
に
配
流
が
決
定

し
た

と
き
、
「先
師
上
人
す
て
に
念
佛
の
事
に
よ
り
て
 
遷
諦
に
を

よ
ひ
給

し
上
は
 
予
そ
の
跡
を

は
む
事
尤
本
意
な
り
と
て

長
樂
寺
の
來
迎

房
に
し
て
、
最
後
の
別
時
と
て
 
七
日
の
如
法
念
佛
を

つ
と
め
ら
れ
け

る
」
と
の
事
實
を
四
十
八
巻
傳
は
述
べ
、
九
巻
傳
に
も

「
最
後
の
別
時

(3
6
)

に
七
日
の
如
法
念
佛
を
勤
行
」
し
た
と
あ
る
。

こ
の
如
法
念
佛
は
隆
寛

の
作
と
せ
ら
れ
る

『
別
時
念
佛
講
私
記
』
に
よ

つ
て
修
せ
ら
れ
た
こ
と

は
贅
言
を
要
せ
ぬ
で
あ
ろ
う
。

法
性
寺
室
阿
彌
陀
佛
に
つ
い
て
は
、
「毎
年
正
月

一
日
よ
り
七
箇
日

の
別
行
を
勤
修
し
給
け
る
か
 
安
貞
二
年

の
正
月
に
は
七
日
例
の
こ
と

く
結
願
し
て
 

い
ま
七
日
修
す

へ
き
よ
し
同
行
等
に
談
し
け
れ
は
 
お

の
く

命
に
し
た
か
ふ
 
二
七
日
結
願
の
念
佛
を
臨
終
の
念
佛
と
し
て

十
五
日
の
朝
ね
ふ
る
か
こ
と
く
に
て
往
生
す
」

と
四
十
八
巻
傳
に
述
べ

(
3
7
)

ら
れ
て
い
る
。
正
月
七
箇
日
の
別
行
は
師
法
然

の
行
履
を
繊
承
す
る
も

の
で
あ
り
、
更
に
七
日
の
延
長
は

「
さ
き
た
ち

て
死
期
を
し
ら
れ
け
る

ゆ

へ
な
り
」
と
解
繹
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
室
阿
の
平
生
に
つ
い
て
九

巻
傳
、

四
十
八
巻
傳
に
は

「
四
十
八
人
の
能
聲
を
調
 

一
日
七
日
の
勤

行
を
修
す
る
事
 
所

々
の
道
場
に
至
ら
さ
る
な
し
」
と
あ
つ
て
、
能
聲

四
十
八
人
が
選
定
せ
ら
れ
て
七
日
念
佛
し
た
こ
ど
は
、
そ
の
念
佛
が
詠

唱
念
佛
で
あ

つ
た
が
た
め
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
明
義
進
行
集
及

び
四
十
八
巻
傳
に
よ
れ
ば
、
風
吟
を
愛
好
し
て
念
佛
道
場
に
携
行
し
た

こ
と
を
傳
え
て
い
る
が
、
明
義
進
行
集
に
は
二
由
を
出
し
て
い
る
。
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一
ニ
ハ
風
吟
ハ
人
カ
ヲ
カ
ラ
ス
、
ロバ風
氣
ニ
マ
カ
セ
テ
自
然
二
音
ヲ
出
ス
、

ソ
ノ
コ
ヱ
哀
亮

ニ
シ
テ
人
ノ
心
ヲ
塗
瀞
シ
テ
、
和
易
專
一
ナ
ラ
シ
ム
ル
ユ
ヘ

ニ
、
ニ
ニ
ハ
極
樂
浄
土
ノ
七
寳
ノ
重
樹
ノ
風
ノ
ヒ
・
キ
ヲ
コ
ヒ
、
八
功
徳
池
、

ノ
ナ
ミ
ノ
オ
ト
ヲ
モ
ハ
ム
ニ
モ
、
イ
サ
サ
カ
ノ
ナ
カ
タ
チ
タ
ル
ヘ
キ
カ
故
二

と
あ
る
。
極
樂
浄
土
の
水
鳥
樹
林
の
音
を
懸
え
る
室
阿
は
、
そ
の
音
聲

を
傳
え
た
と
い
う
法
道
創
始
の
引
聲
念
佛
に
心
引
か
れ
ぬ
わ
け
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

四

四
十

八
巻
傳
に
建
久
九
年

「
正
月
七
日
の
別
時
念
佛
」
と
記
載
し
た

事
項
を
、
醍
醐
本
は

「恒
例
毎
月
七
日
念
佛
」
と
し
、
琳
阿
本
は
醍
醐

本
と
同
様
で
あ
る
が
、
古
徳
傳
は

「
恒
例
の
正
月
七
ケ
日
の
念
佛
」
と

し
、
九
巻
傳
は

「
恒
例
の
正
月
七
日
の
念
佛
」
と
あ
り
、
十
巻
傳
も

「恒
例
正
月
七
日
念
佛
」
と
す
る
。

か
く

の
如
く
別
時
念
佛
を
特
に
七

日
念
佛

と
構
し
、
又
塞
山
寺
三
七
日
別
時
念
佛
の
如
く
、
成
立
の
遡
る

古
法
然
傳
類
は
不
断
念
佛
と
稻
す
る
が
如
き
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

顯
眞

に
よ
り
獲
願
せ
ら
れ
た
大
原
談
義
後
の
三
日
三
夜
の
念
佛
、
勝

林
院
不
断
念
佛
、

璽
山
寺
三
七
日
別
時
念
佛
が
行
道
を
俘
う
常
行
堂
の

不
断
念
佛
で
あ
る
こ
と
は
多
言
を
要
せ
な
い
。
又
瀧
山
寺
不
噺
常
行
念

佛
は
四
十
八
巻
傳
も
阿
彌
陀
堂
常
行
念
佛
と
読
明
し
て
い
る
。
又
日
本

天
台
の
常
行
堂
の
行
法
は

一
七
日
で
あ
り
、
叡
山
の
三
虞
に
お
い
て
三

七
日
行
ず
る
と
す
る
三
寳
紬
詞
の
説
に
よ
り
、

法
然
の
別
時
念
佛
の
場

合
多
く
叡
山
の
風
を
移
し
て

一
七
日
乃
至
三
七
日
の
期
間
が
選
定
せ
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
彼
の
大
和
入
道
見
佛
が
後
白
河
法
皇
の
御
菩

提
の
た
め
修
し
た
佛
事
は
、
四
十
八
巻
傳
す
ら

「
七
日
念
佛
」
と
し
、

六
時
禮
讃
が
共
行
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
佛
事
を
不
断
念
佛
と
構
す
る

も
の
は
弘
願
本
の
み
で
あ
る
。
四
十
八
巻
傳
が
七
日
念
佛
と
特
記
し
た

意
圖
は
、
そ
の
成
立
の
時
貼
に
お
い
て
、
別
時
念
佛
と
し
て
以
後
高
揚

せ
ん
と
す
る
も
の
と
は
内
容
の
異
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

四
十
八
巻
傳
の
成
立
は
滅
後
百
年
頃
と
推
定
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ

の
年
代
に
從
來
不
漸
念
佛
と
通
稻
さ
れ
た
詠
唱
念
佛
に
別
時
念
佛
の
傳

燈
的
術
語
に
置
替
え
て
表
現
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た

内
部
的
必
然

性
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

法
然
滅
後
百
年
頃
社
會
を
風
廃
し
た
の
は
詠
唱
念
佛
で
あ
つ
て
、
そ

の
社
會
風
潮
を
肌
に
直
接
感
受
し
た
の
は
師
錬
で
あ
る
。
そ
の
著
元
亨

繹
書
巻
二
九
に

元
暦
文
治
之
間
源
室
法
師
建
二專
念
之
宗
幻
遺
派

末
流
或
資
二干
曲
調

抑
揚

頓
挫
。
流
暢
哀
腕
。
感
二人
性
喘喜
二人
心
噸
士
女
樂
聞
雑
沓
餅
關
。
可
レ爲
二

愚
化
之

一
端
一 
。
然
流
俗
盆
甚
。
動
衝
一妓
戯
幻
交
二燕
宴
之
末
席
一受
二
盃

 
膓
之
蝕
涯
鱒
與
二暫
史
侶
伎

促
レ膝
互
唱
。
痛
哉
眞
佛
秘
号
。
蕩
爲
一鄭
衛
之

末
韻
幻
或
又
撃
二饒
磐
騨打
二跳
躍
幻
不
レ別
二婦
女
一喧
二燥
街
巷
鱒
其
弊
不
レ足

レ言

一

法
然
傳

に
あ

ら
わ
れ
た
別
時
念
佛
に

つ
い
て
 
(
伊

藤
)
 

三

七
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法
然
傳
に
あ
ら
わ
れ
た
別
時
念
佛
に

つ
い
て
 
(伊

藤
)
 

三
八

と
あ
つ
て
、
起
源
を
法
然
に
持
ち
深
く
人
心
を
感
動
せ
し
め
た
詠
唱
念

佛
は
、
演
伎
藝
能
化
し
、
そ
の
流
弊
盆
甚
し
く
正
視
す
る
に
耐
え
ぬ
有

様
と
な
つ
た
。
か
く
て
浄
土
宗
團
禮
質
改
善
の
粛
正
方
策
と
し
て
採
上

け
ら
れ
た

の
が
善
導
流
別
時
念
佛
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
の
社
會
的
宜
言

書
と
し
て
四
十
八
巻
傳
の
成
立
を
見
る
に
至
つ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
、

そ
の
成
立
に
は
重
要
な
意
義
と
必
然
性
が
見
出
さ
れ
る
。
殊
に
近
時
獲

見
せ
ら
れ
た
別
時
念
佛
講
私
記
の
存
在
は
、
法
然
の
如
法
念
佛
次
第
の

現
存
せ
ぬ
今
日
、

い
わ
ゆ
る
別
時
念
佛
と
は
内
容
の
異
る
如
法
念
佛
、

七
日
念
佛

と
構
す
る
常
行
堂
流
の
行
道
詠
唱
念
佛
に
類
す
る
不
断
念
佛

が
實
修
せ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
法
然
は
文
治
四
年
河
東
押
小

路

の
仙
洞

で
後
白
河
法
皇
の
如
法
経
の
先
達
を
勤
め
た
こ
と
は
門
葉
記

巻
八
十
二
の
讃
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
元
久
元
年
法
皇
の
十
三
年
の

御
佛
事
に
は
、
「
上
人
浄
土
の
三
部
経
を
如
法
に
書
爲
す

へ
き
次
第
、

法
華
の
如
法
経
に
な
そ
ら

へ
て
法
則
を
出
さ
る
」
と
て
、
か
の
浄
土
三

部
経
如
法
経
次
第

の
成
立
が
物
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
論
法
に
よ
れ
ば

始
め
天
台

の
不
断
念
佛
に
も
列
し
、
自
ら
も
修
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
天

台
流
の
不
断
念
佛
に
な
ぞ
ら
え
て
、
彼
濁
自
の
如
法
念
佛
が
創
唱
せ
ら

れ
る
に
至

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
如
法
念
佛
次
第
に
よ
つ
て
修
せ

ら
れ
た
念
佛
が
、
古
法
然
傳
類
に
記
す
不
断
念
佛
で
あ
つ
た
、

と
解
す

べ
き
で
あ
る
。

1
 
浮
全

六
・
一
七
九
。
2
 
同
上
・
一
八
四
。
3
 
同
上
・
二
〇
三
。

4
 
同
上
・
二
二
二
。
5
 
同
上
・
二
三
〇
。
6
 
同
上
・
二
三
七
。
7

同
上

・
三
四
二
。

8
 

「
法
然

上
人
傳

の
成
立
史
的
研
究
」

巻

一
・
五
六
。

9
 
浮
全

一
七

・
三

一
一
。
10
 
傳

全
集
 

七
五
〇
。

11
 
成

立
史
的
研

究
巻

一
・
六
六
。

12
 
浮
全

一
六

・
三
四
七

・
四
四
二
。

13
 
漂

全

一
六

・

四
四
四
。

14
 
同
上

・
一
八
四
。
15
 
績
群
八
上

・
一
一
九
、

日
本

往
生
極

樂
記
同
致
。

16
 
績
群

八
下

・
六
九

二
。
17
 

群
類
二
七

・
四
九
九
。

18

群
類
二
四

・
四
七
二
、
叡
岳
要
記

上
同
致
。

19
 

績
浄
六

・
九
。

20
 

同
上

一
二
。

21
 

同
上

・
二

二
。

22
23
群
類

二
四

・
六

一
。
24

「
朝
野

群
載
」

國
史
大
系
二
九
上

・
三
六
。
25
 
大
正
藏
八
四

・
八
六
四
。

26
 
群

類
二
七

四
九
九
。

27
 
國
史
大
系

三

一
・
四
三
三
。
28
 

大
正
藏

八
四

・
八
六
四
。

29
 

浮
全

一
六

・
二
八
九
。

30
 

大

正
藏

八
四

・
八
六
四
。

31
 

浮

全

一
六

二
〇
〇
。

32
 

浄
全

一
七

・
三
八
九
。
33
 

浮
全

一
六

・
六
五
五
。

34
 

同

上

・
六
八
七
。

35
 
國
文
東

方
佛
敢
叢
書
傳
記
部
上

・
三
五
七
。
36
 
傳

成

立
史
的
研
究

・
三

-
九
。

37
 
浄

全

一
六

・
六
九
三
。
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